
４．地域薬学人材養成教育拠点形成プログラム  
 
  本プログラムでは、国公立大学が全国８地区（北海道、東北、関東、北陸、東海、近

畿、中・四国、九州・山口）における薬学人材養成教育を担う拠点として、地区内の大学

及び医療関連機関との有機的な連携体制の構築し、これに基づいた学部・大学院における

薬学人材養成教育の高度化・実質化、社会人教育・社会貢献活動の充実、改訂モデル・コ

アカリキュラムに対応した実務実習の実施体制の整備を行うことにより、地域における医

療の充実・発展を推進する。 
  本プログラムは他の４プログラムとは異なり、本事業で国公立大学が開発・実施してい

る教育研究プログラム等の地域さらには全国での推進を目的とするものであり、前事業の

「先導的薬剤師養成アドバンスト教育プログラム」や本事業「高度先導的薬剤師の養成と

そのグローカルな活躍を推進するアドバンスト教育研究プログラムの共同開発」の地域へ

の普及や、地域医療の高度化に向けた連携教育研究事業の企画・推進、全国的な普及が挙

げられる。これまで国公立19大学は、全国８地区においてそれぞれ地域の病院や薬局との

連携のもとに、薬学実務実習を主導し、また地域医療の発展を担ってきた。本事業では、

こういった連携体制と実績を基盤として、薬学人材養成教育を担う拠点の構築と教育研究

プログラムの普及・定着による推進を目指すものである。 
 
【2023年（令和5年）度】 
 
＜富山大学＞ 
  〇早期介護体験実習 
   ・学部生を対象。１年生次に医薬看の学科の学生の混成チームとなり、福祉施設や慢 
   性期病棟を持つ病院にて、１週間の実習を受け、地域医療での医療人また、その中で 
   も、薬剤師の役割を学ぶ。 
  〇北新のシームレスながん医療を担う人材養成 （次世代のがんプロフェショナル養成 
   プラン）【連携】 
   ・大学院生を対象。我が国におけるがん医療の推進を目的としており、国公私立の7 
   大学（金沢大、富山大、福井大、信州大、金沢医大、長野県看護大）で、県の枠を超 
   えた北信地域での戦略的がん医療人育成システムを構築する。薬学系では、大学院 
   生・地域の薬剤師を対象とした教育プログラムを実施している。 
＜金沢大学＞ 
  〇身近な薬草勉強会 
   ・本学の附属薬用植物園は国内でも随一の面積を誇る。様々な薬草が栽培されてお 
   り、薬草への理解を深めるための勉強会をおよそ月1回のペースで行っている。学生 
   のみではなく、地域住民にも公開しており、地域住民とのコミュニケーションも図り 
   つつ、そのニーズを知る機会となっている。 
＜岡山大学 ＞ 



  〇津山洋学資料館学外研修（＊） 
   ・学部生・大学院生を対象。2023年6月8日、今年の参加者は66名（学部生60名、大

学院生1名、教員5名）であった。本学で薬学を学ぶモチベーション向上につながる

ことを期待して1年生を主な対象に日帰り学外研修として実施した。 
  〇国立ハンセン病療養所見学研修 
   ・学部生を対象。2023年7月8日、8月19日および9月9日に実施。今年度は合計8名が

参加した。治療薬がなく、疾患への誤った医療知識が広まって患者の隔離が行わ

れ、差別を生み出したハンセン病の歴史を、展示資料、園内見学に加え、療養生活

を送っている方による講話を通じて知り、医薬品に携わる者としての使命を自覚す

る機会として、1930年に日本初の国立療養所として開設された長島愛生園を訪問し

た。 
  〇川崎医科大学現代医学教育博物館・倉敷芸術科学大学卒業制作展見学研修（＊） 
   ・学部生を対象。2024年1月16日に実施。参加者は、学生17名、教員3名。昨年度ま 
    で、新型コロナウイルス感染症のため閉鎖されていた現代医学博物館を訪問し、癌 
    を中心に様々な疾患で亡くなられた方の病理検体を自由に観察した後、日本で初め 
    て救急医療にドクターヘリを運用開始した高度救命救急センター・椎野部長より、 
    岡山県の救急医療体制やドクターヘリの運用体制、救急医療において薬剤師に求め 
    られる役割などについて講義を頂いた。 
  〇瀬戸内市における薬学人材養成教育のための訪問協議 
   ・2024年3月13日に教員3名で、瀬戸内市役所、瀬戸内市民病院ならびにその門前薬 
    局を訪問し、2024年度のプログラムについて、協議を行った。 
＜九州大学＞ 
  〇薬局実務実習における在宅医療実習 
   ・学部生を対象。社会のニーズに応える高度な地域医療を担うことができる高度先導

的薬剤師の育成を図ることを目的として、薬局実務実習において、学部生を対象と

した在宅医療や終末期医療に関する実習を実施し、来年度実務実習を行う臨床薬学

科4年生や薬局薬剤師も参加する報告会を開催しディスカッションを行った。 
＜長崎大学＞ 
  〇長崎薬学コンソーシアム 
   ・学部生、大学院生を対象。薬学教育について、長崎大学薬学部、長崎国際大学薬学 
    部、長崎県福祉保健部、長崎県薬剤師会、長崎市薬剤師会、佐世保市薬剤師会及び 
    長崎県病院薬剤師会が一同に会し、情報交換を行うことにより、長崎県における薬 
    学教育の充実及び発展を図るもの。2023年度は12月11日に定例会議を開催した。 
＜熊本大学＞ 
  〇 感染医療人材養成事業 

・学部生、大学院生を対象。パンデミック下での大規模災害時に医療従事者が行うべ

き感染対策を討議・学習する3学科（医学部医学科、保健学科、薬学部薬学科）合

同実習、シミュレーターを用いた薬学部生のワクチンの調製・投与（筋注）実習を



実施した。また、感染症対策に関する外部講師による講義や手洗いトレーニングボ

ックス グリッターバグを用いた手指消毒の実習を行った。 
○地域の医療ニーズに対応した先進的な薬学教育に係る取組支援事業 
 ・熊本大学と崇城大学の強みと連携機関（九州保健福祉大学、各県病院薬剤師会・

薬剤師会・行政）との関係を基盤に、南九州・沖縄地域のへき地・災害医療への対

応ならびに薬剤師偏在の解消を目指し、自然とデジタルが調和した令和の薬剤師職

能ロールモデルを提示するプログラムである。本年度は、「南九州薬剤師地域偏在

検討会議」の実施、モバイルファーマシー実習、医療MaaS実習、地域の小学生を

対象とした薬剤師1日体験学校、新型薬学シミュレーターのコンセプト提示などを

行った。 
＜名古屋市立大学＞ 
  〇 コミュニティヘルスケア卒前教育プログラム 

・医療系学部（薬学部・医学部・看護学部）連携教育プログラム） 
 本プログラムは、本学多職種連携教育の一環として、地域医療に貢献する医療人材

育成を目的とした学部横断型の授業である。本プログラムは、薬学部1年生から6年
間で順番にプログラム授業を10単位修得すると、プログラム修了証書が薬学部から

発行される。 
 ★1年生 医薬看連携地域参加型学習：薬学科70名 （医学部99名、看護学部121
名）★2年生 コミュニティヘルスケア基礎 薬学科66名（看護学部2年生2名）★ 

3年生 コミュニティヘルスケア 応用 薬学科16名★4年生以上 コミュニティヘ

ルスケア実践・発展 薬学科3名 
＜静岡県立大学＞ 
  〇 大学病院薬剤師シンポジウム 

・信州大学医学部附属病院薬剤部・薬剤部長の内藤隆文先生より「病院薬剤師の診療

への関わりとその先に見えるもの」と講義の後、大学病院での薬剤師業務の実際と

いうシンポジウムを行い、山梨大学、信州大学、浜松医科大学の医学部附属病院の

薬剤師から講義と質疑応答の時間を持った。 
＜和歌山県立＞ 
  〇 和歌山県薬剤師会ハイブリッド研修会/薬学部学術交流集会 

・学部生を対象。地域薬学人材養成教育拠点形成プログラムの一環として、2024年１

月に病院・薬局の薬剤師や企業の研究者等を対象とした学術交流と新設した和歌山

県立医科大学医学薬学総合研究科の案内を実施した。多くの関係者の参加があり、

和歌山県立医科大学における人材育成の拠点形成に資するセミナーとなった。 
○第１回産官学連携準備セミナー 
・学部生を対象。地域薬学人材養成教育拠点形成プログラムの一環として、2024年１

月に県内の公的研究機関、製薬・食品・化学等関連企業を招いて、研究紹介や面

談・情報交換の機会として産官学連携準備セミナーを開催した。多くの関係者の参

加があり、和歌山県立医科大学におけるの県内の産官学連携及び人材育成の拠点形



成に資するセミナーとなった。 
＜静岡県立大学＞ 
  〇 へき地の在宅医療実務実習 

・学部生を対象。2024年度は山口県薬剤師会から推薦された２薬局を拠点として、へ

き地への在宅医療実務実習を実施し、実習終了後の指導薬剤師との意見交換、学生

による到達度をリーブリック、日誌、プレゼンテーション資料により学修効果を評

価した。また、本学から５Gを活用し、へき地の在宅医療実務実習を行う学生へオ

ンラインで服薬指導を実施した。 
 


